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需要増および為替影響により、全セグメントで増収、対前年
495億円増加の4,471億円となりました。
セグメント別には、パワエレ エネルギーは、データセンター

や半導体メーカー向けの施設・電源システムの需要増および
工作機械関連の需要拡大を背景とした器具の需要増が牽引し
増収。パワエレ インダストリーは、ITソリューションの文教・
民需向け需要増を主因として増収。半導体は、電動車向けを
中心とした需要増により増収。発電プラントは、再生可能
エネルギーの大口案件計上により増収。食品流通は、国内
自販機の需要増により増収となりました。

2022年度 上半期決算のご報告

2022年12月

富士電機株式会社
代表取締役会長CEO

上半期決算 対前年増収増益。営業利益、経常利益、純利益は過去最高を更新
売上高

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益
セグメント別

営業利益

原材料価格や動力費の高騰、設備投資等の固定費増がある
ものの、物量増・生産増を主因に、原価低減の推進および製
品価格の値上げ等の推進により、対前年104億円増加の267
億円となりました。
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株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
当第2四半期連結累計期間における当社を取り巻く市場環境は、為替の急激な変動やエネルギー、原材料価格の高騰、

資材不足等、世界のサプライチェーンにおいて先行き不透明な状況が継続しました。一方で脱炭素化に向けた取り組みや
デジタル化の加速を背景に、自動車の電動化、省エネ、デジタルインフラ等の需要が高まり、製造業やデータセンター等の
設備投資が高水準で推移しました。こうしたプラス・マイナスの大きな環境の変化のなかで、
全セグメントで対前年増収、営業利益、経常利益、純利益はともに過去最高を更新することが
できました。これまでのものつくり部門、調達部門の強化を始め、伸長を期待する半導体やパワエレ
事業への積極投資、そして何より社員の頑張りの結果と考えております。
また、通期の業績予想は売上高9,850億円、営業利益870億円に上方修正しました。今年度も

残り4か月を切っておりますが、2023年度中期経営計画の目標に掲げる売上高１兆円を目指し、
高い目標に向け、社員一同取り組んでまいります。
なお、中間配当につきましては、前年同期に対し、1株当たり10円増配の55円とさせていただきました。
寒さに向かう季節、株主の皆様とご家族の方々のご健康を心より祈念いたします。今後とも

一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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増減

皆様のご応募ありがとうございました。

　「富士電機レポート 2022」「2023年版当社オリジナル
カレンダー」に多数のご応募をいただき、厚く御礼申し上
げます。カレンダーをご請求いただいた株主様には 11 月
中旬から順次発送しております。

上半期業績と前提為替レートの見直しによる影響に加え、
パワエレ エネルギーにおける施設・電源システムおよび器具
の需要増を織り込み増収増益を計画しています。

2022年度 通期業績予想 通期業績予想を上方修正しました
対7/28予想

中間配当 10円増配の1株当たり55円としました
　通期業績予想および財務状況等を総合的に勘案し、前年同期に比べ10円増配の1株当たり55円とさせていただきました。
なお、期末配当は下半期の動向を見極め決定します。

※7/28予想の前提為替レート：120円/ドル、133円/ユーロ、19.0円/元

（単位：億円）
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※2018年10月1日付株式併合を考慮し算出した金額を記載しております。
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　近年、気候変動に伴う災害の大規模化や激甚化が進み、
世界で「脱炭素化」の流れが加速しています。
　富士電機は経営方針に「エネルギー・環境事業の拡大」
を掲げ、環境への取り組みを経営の重要課題と位置付けて
います。当社の強みは、自社の製品でCO₂削減に貢献できる
ことです。エネルギーの供給サイドから需要サイドまで
サプライチェーン全体にわたり温室効果ガス排出削減に
貢献する当社の事業・製品を紹介します。

　2030年度目標の達成に向けて、下記を
進めています。　

● 製品の省エネ性能の向上と普及拡大
  （パワエレ、半導体、食品流通）
● クリーンエネルギーへのシフト、
 　発電効率の向上
  （発電プラント）

　水力発電や地熱発電は再生可能エネルギーの中でも安定し
た出力が期待できる電源として需要が高まっています。
　水力発電はこれまで国内の2割強の発電所に466台の設備
を納入してきました。昨今では既存設備の効率・出力アップ
の需要が高まっており、2022年5月に運転を開始した五ヶ瀬川
発電所（宮崎県 出力：14.5MW）では1.0MWの出力アップ
を実現しています。
　地熱発電は国内で安比地熱発電所（岩手県 出力：14.9MW）
と鬼首地熱発電所（宮城県 出力：14.9MW）の工事が
進行。海外では単機容量として世界最大（ニュージーランド 
出力：168MW）であるタウハラ地熱発電所の工事が進行し
ており、その発電能力はニュージーランドの電力の3.5%、
195,000世帯分に相当します。

脱炭素社会の実現に向けた当社製品によるCO₂削減貢献特集：

事例紹介
＜再生可能エネルギーの拡大＞　

五ヶ瀬川発電所
（宮崎県 旭化成株式会社様）

タウハラ地熱発電所
（ニュージーランド）

　インターネット・通信サービスを支える社会インフラとして
データセンターの建設が世界的に増加しています。
　当社はデータセンターのような安定稼働が要求される施設
に対し、停電時にも電力を供給し続けるUPSをコア商材として、
国内外のデータセンターの変圧器や配電盤等のエネルギー
インフラやシステム設計、保守・サービスまで一括提供し、
止まらないインフラと設備の省エネに貢献しています。
　このUPSには自社製のパワー半導体が搭載され、世界最高
レベルの変換効率を実現しています。

＜UPSによる安定稼働と省エネの実現＞

無停電電源装置
（UPS）

　当社のパワー半導体は省エネのキーデバイスとしてイン
バータ等のパワエレ機器に搭載され、産業分野を中心に幅広い
製品の省エネ性能の向上に貢献してきました。最新の第7
世代IGBTモジュールは第4世代と比べて電力損失を22%低減
しています。
　自動車の電動化に伴い、パワー半導体の需要が高まってい
ます。お客様の需要に応え、当社は更なる省エネに貢献する
パワー半導体の生産拡大に向けた準備を進めています。
　従来の半導体素材であるシリコンに替えてSiC（シリコン・
カーバイド）を用いることで、搭載機器の省エネ、小型・軽
量化を実現します。

＜パワー半導体による省エネ性能の改善＞
　当社は自動販売機の普及拡大とともに、冷熱技術に磨きを
かけ、省エネ性能の改善に取り組んできました。
　2023年には更なる省エネ性能を追求した製品「サステナ
自販機」を発売します。インバータによる冷却ユニットの駆動
制御や断熱材の追加による断熱性能の向上等により、年間の
消費電力量は家庭用冷蔵庫と同等レベルの485kwh/年※
です。
　従来機比で最大20％、2001年機比では85％の省エネを
実現しています。
※30セレクションの場合

＜サステナ自販機の展開＞

サステナ自販機

供給サイド 需要サイド

クリーンエネルギー
発電プラント

環境ビジョン2050

地熱発電 水力発電

エネルギー供給の安定化・最適化
パワエレ

受変電設備 無停電電源装置
（UPS）

エネルギーマネジメント
システム

パワーコンディショナ

省エネ
パワエレ 半導体

インバータ モータ

食品流通

半導体 自動販売機

富士電機の革新的クリーンエネルギー技術・省エネ製品の普及拡大を
通じ、「脱炭素社会」「循環型社会」「自然共生社会」の実現を目指します

サプライチェーン全体で
カーボンニュートラルを目指します

2030年度目標
産業革命前と比較した気温上昇を1.5℃に抑えるため、

下記の目標達成を目指します
サプライチェーン全体の温室効果ガス排出量

46％超削減（2019年度比）
生産時の温室効果ガス排出量　
46％超削減（2019年度比）

製品による社会のCO₂削減貢献量
5,900万トン超／年

UPS変換効率

1984年

93.1%

2007年

95.5%

2016年

97.1%

自動販売機の消費電力量推移

2001年 2023年

▲85%低減

4,544
105
1,528

625

2,286

（万トン）

食品流通
発電プラント

半導体

パワエレ

2021年度
実績

CO2削減貢献量

2030年度
目標

5,900超

485kwh/年

インバータ駆動時の損失電力（規格値）

第7世代 第1世代第6世代第5世代第4世代

シリコン
パワーモジュール

SiC
パワーモジュール

第2世代

更なる省エネ

▲22％低減

Courtesy of PT. SEML
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需要増および為替影響により、全セグメントで増収、対前年
495億円増加の4,471億円となりました。
セグメント別には、パワエレ エネルギーは、データセンター

や半導体メーカー向けの施設・電源システムの需要増および
工作機械関連の需要拡大を背景とした器具の需要増が牽引し
増収。パワエレ インダストリーは、ITソリューションの文教・
民需向け需要増を主因として増収。半導体は、電動車向けを
中心とした需要増により増収。発電プラントは、再生可能
エネルギーの大口案件計上により増収。食品流通は、国内
自販機の需要増により増収となりました。

2022年度 上半期決算のご報告

2022年12月

富士電機株式会社
代表取締役会長CEO

上半期決算 対前年増収増益。営業利益、経常利益、純利益は過去最高を更新
売上高

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益
セグメント別

営業利益

原材料価格や動力費の高騰、設備投資等の固定費増がある
ものの、物量増・生産増を主因に、原価低減の推進および製
品価格の値上げ等の推進により、対前年104億円増加の267
億円となりました。
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株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
当第2四半期連結累計期間における当社を取り巻く市場環境は、為替の急激な変動やエネルギー、原材料価格の高騰、

資材不足等、世界のサプライチェーンにおいて先行き不透明な状況が継続しました。一方で脱炭素化に向けた取り組みや
デジタル化の加速を背景に、自動車の電動化、省エネ、デジタルインフラ等の需要が高まり、製造業やデータセンター等の
設備投資が高水準で推移しました。こうしたプラス・マイナスの大きな環境の変化のなかで、
全セグメントで対前年増収、営業利益、経常利益、純利益はともに過去最高を更新することが
できました。これまでのものつくり部門、調達部門の強化を始め、伸長を期待する半導体やパワエレ
事業への積極投資、そして何より社員の頑張りの結果と考えております。
また、通期の業績予想は売上高9,850億円、営業利益870億円に上方修正しました。今年度も

残り4か月を切っておりますが、2023年度中期経営計画の目標に掲げる売上高１兆円を目指し、
高い目標に向け、社員一同取り組んでまいります。
なお、中間配当につきましては、前年同期に対し、1株当たり10円増配の55円とさせていただきました。
寒さに向かう季節、株主の皆様とご家族の方々のご健康を心より祈念いたします。今後とも

一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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皆様のご応募ありがとうございました。

　「富士電機レポート 2022」「2023年版当社オリジナル
カレンダー」に多数のご応募をいただき、厚く御礼申し上
げます。カレンダーをご請求いただいた株主様には 11 月
中旬から順次発送しております。

上半期業績と前提為替レートの見直しによる影響に加え、
パワエレ エネルギーにおける施設・電源システムおよび器具
の需要増を織り込み増収増益を計画しています。

2022年度 通期業績予想 通期業績予想を上方修正しました
対7/28予想

中間配当 10円増配の1株当たり55円としました
　通期業績予想および財務状況等を総合的に勘案し、前年同期に比べ10円増配の1株当たり55円とさせていただきました。
なお、期末配当は下半期の動向を見極め決定します。

※7/28予想の前提為替レート：120円/ドル、133円/ユーロ、19.0円/元

（単位：億円）
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※2018年10月1日付株式併合を考慮し算出した金額を記載しております。
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